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*1 23.3期より、一部事業部門のセグメントを「パーソナルセグメント」と「ビジネスセグメント」から「その他」へ変更しております。これに伴い、22.3期について、組替後の実績に
変更しております。
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連結

55,600

11,000

6,880

2,100

380

11,300

2,060
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(単位 : 億円)

1Qは注力領域が増益したものの、連結業績は増収減益

YOY

*2 auフィナンシャルホールディングス、IFRSベース *3 会計処理変更影響を含む
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2,992

(単位 : 億円)

▲292

その他

22.3期 1Q 23.3期 1Q▲23

連結営業利益 増減要因

マルチブランド
通信ARPU収入

2,969

注力領域*1*2

*1 ビジネスセグメント、金融事業（auフィナンシャルホールディングス、IFRSベース）およびエネルギー事業など *2  会計処理変更影響を含む

グループ
MVNO収入+
ローミング収入

＋152▲14

通信料金値下げの影響を、注力領域の推進等により低減

その他

+132
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6/'21 9/'21 12/'21 3/'22 6/'22

3,056 3,054 

3,072 

3,097 3,093 

(単位：万)

注) パーソナルセグメント。 au、UQ mobile、povo

マルチブランドID数/通信ARPU 

マルチブランドID数

3G停波影響を除くと、UQ mobile・povo好調によりIDは順調に拡大

マルチブランド通信ARPU

(単位：円)

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

4,280 4,270 4,200 4,050 3,970 

UQ mobile・povo 約700万
3G停波影響▲約25万

22.3期 23.3期
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注力領域 ビジネスセグメント

750

870

22.3期 1Q 23.3期 1Q

(単位 : 億円)

営業利益増減要因（YOY）

(＋) NEXTコア事業の増益
うち、海外子会社の為替影響含む

(▲) 3G停波による解約影響

NEXTコア事業（DX）・既存事業
ともに増益し、順調に進捗

二桁成長

ビジネスセグメント営業利益NEXTコア事業売上高
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注力領域 金融・エネルギー

一時的な会計影響もあり増益

22.3期 1Q 23.3期 1Q

40 

217 

 相対電源の調達比率を引き上げ
コストコントロールを実施

 燃料価格高騰の影響はあるものの
業績影響は限定的

過年度繰延分を
一括計上し大幅増益

住宅ローン手数料の
会計処理変更実施

(単位 : 億円)

営業利益*

* auフィナンシャルホールディングス、IFRSベース

金融事業 エネルギー事業

1QはYOY減益
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注力領域主要指標

金融 auじぶん銀行
ローン商品残高

1.8兆円
（YOY +0.2兆円）

auでんき等契約数

353万
(YOY +57万)

エネルギーうち、
au PAYカード会員数

790万
（YOY +120万）

金融 au PAY会員数 +
au PAYカード会員数

3,800万
（YOY +430万）

決済・金融取扱高

23.3期 1Q 3.3兆円
(YOY +33.0%)

金融

DX・金融・エネルギーを中心に主要指標が伸長

NEXTコア事業
売上高

DX

23.3期 1Q 870億円
(YOY+16.0%)

注) 金融・エネルギー関連指標は、2022年6月末時点実績
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サマリー

1Qは注力領域が増益したものの、連結業績は増収減益

通信料金値下げの影響を、注力領域の推進等により低減

3G停波影響を除くと、UQ mobile・povo好調によりIDは順調に拡大

注力領域は、DX・金融・エネルギーを中心に主要指標が伸長
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Appendix



▲43

▲372

+691

EBITDA

▲137

22.3期 1Q

法人税等支払

436

設備投資

(単位 : 億円)

注) 金融事業はauフィナンシャルホールディングス

23.3期 1Q+808

その他

+296

連結FCF(金融事業除く)増減要因

3G停波に伴う
一過性要因含む

未払金等
一過性要因含む
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注) KDDI(連結)はIFRS、auフィナンシャルホールディングス(連結)は日本基準にて作成

・有形固定資産
・無形資産
・使用権資産

のれん

営業債権及び
その他の債権

金融事業の有価証券

金融事業の貸出金

現金及び現金同等物

その他

KDDI(連結)

総資産 11.15兆円

有利子負債

営業債務及びその他の債務

金融事業の預金

その他負債

資本

auフィナンシャルホールディングス(連結)

総資産 3.34兆円

その他

現金預け金
有価証券

貸出金
預金

その他

財政状態計算書・貸借対照表（2022年6月末）
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この配付資料に記載されている業績目標、契約数目標、将来の見通し、戦略その他の歴史的事実以外の記述はいずれ
も、当社グループが現時点で入手可能な情報を基にした予想または想定に基づく記述であり、これらは国内外の情勢、
経済環境、競争状況、法令・規制・制度の制定改廃、政府機関の行為・介入、新サービスの成否などの不確実な要因の
影響を受けます。
従って、実際の業績、契約数、戦略などは、この配付資料に記載されている予想または想定とは大きく異なる可能性が
あります。

免責事項


